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本
会
は
、
市
の
防
災
計
画
で

は
、大
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
設
置
が
そ
の
役
目
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
福
津
市

で
記
録
的
な
大
雨
に
よ
る
浸
水

被
害
と
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク

ラ
ス
の
大
地
震
に
よ
る
家
屋
倒

壊
な
ど
の
被
害
が

発
生
し
た
こ
と
を

想
定
し
た
も
の
で

し
た
。

　

本
会
で
は
、
福

津
市
社
会
福
祉
協

議
会
や
県
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
な
ど
と
協

力
し
て
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
関

す
る
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　

災
害
発
生
後
、

全
国
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
付
け
と
被

災
者
へ
の
効
率
的
な
救
援
活
動

が
行
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
班

分
け
、
被
災
者
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
依
頼
・
相
談
を
解
決
す
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
調
整
を

行
え
ば
よ
い
の
か
―
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
役
と
被
災
者
役
に
分
か

福岡県総合防災訓練

　

県
で
は
、
毎
年
総
合
防
災
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
福
津
市
福
間
海
岸
を
メ
イ
ン

会
場
に
５
月
28
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
特
徴
は
、
昨
年
の
福
岡
県
西
方
沖
地

震
の
経
験
を
踏
ま
え
た
大
島
な
ど
の
離
島

に
お
け
る
避
難
・
救
援
活
動
で
し
た
。

　

強
風
と
小
雨
の
中
、
県
内
か
ら
多
く
の

防
災
関
係
の
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

み
ん
な
に
伝
え
た
い

「
本
」
の
魅
力
、
素
晴
ら
し
さ

〜
地
域
福
祉
文
庫
講
演
会
〜

　

６
月
26
日
（
月
）、メ
イ
ト
ム
宗
像
で
「
本

の
楽
し
さ
届
け
た
い
！
」
を
テ
ー
マ
に
「
読

み
聞
か
せ
」「
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
」「
ブ
ッ

ク
ト
ー
ク
」
の
３
つ
の
分
科
会
を
地
域
福
祉

文
庫
連
絡
協
議
会
と
本
会
が
協
力
し
て
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
家
庭
で
子
育
て
中
の

保
護
者
や
地
域
で
本
を
通
じ
た
活
動
を
し
て

い
る
人
な
ど
79
人
で
し
た
。

第
１
分
科
会

 

「
読
み
聞
か
せ
」
　

こ
の
分
科
会
で
は
、
絵
本
の

選
び
方
や
読
み
方
、
声
の
出
し

方
な
ど
基
本
的
な
説
明
が
あ

り
、
読
み
聞
か
せ
経
験
の
浅
い

人
に
は
具
体
的
な
参
考
に
、
経

験
の
深
い
人
に
は
、
初
心
に

返
っ
て
学
習
す
る
良
い
機
会
に

な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
「
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
テ
レ
ビ

や
ゲ
ー
ム
に
接
し
て
い
る
子
ど

も
に
と
っ
て
、
肉
声
で
の
語
り

か
け
は
、
心
を
豊
か
に
し
ま

す
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で

し
た
。

第
２
分
科
会

「
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
」

　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
と

は
、
絵
本
を
使
わ
ず
、
語
り
手

が
一
つ
の
話
を
覚
え
て
自
分
の

も
の
に
し
、
聞
き
手
に
語
っ
て

聞
か
せ
る
こ
と
で
す
。

　

読
み
聞
か
せ
と
は
違
い
、

「
絵
」
の
な
い
「
言
葉
」
だ
け

の
語
り
と
な
る
た
め
、
聞
き
手

の
想
像
力
が
養
わ
れ
ま
す
。

　

分
科
会
形
式
に
よ
る
少
人
数

で
の
講
習
だ
っ
た
の
で
、
よ
り

講
師
と
身
近
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
「
語
り
」
の
世
界
に
引
き

込
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

第
３
分
科
会

 

「
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
」

　

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
と
は
、
数
冊

の
本
を
あ
る
一
つ
の
テ
ー
マ
に

そ
っ
て
、
順
序
よ
く
、
上
手
に

紹
介
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
分
科
会
で
は
、
具
体
的

な
事
例
を
交
え
て
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
の
実
践
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
師
の
話
術
に
引
き
込
ま

れ
、「
活
字
嫌
い
の
自
分
も
講

師
が
紹
介
し
た
本
を
読
み
た
く

な
っ
た
」
と
の
意
見
も
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

今
回
、
分
科
会
形
式
で
行
っ

た
こ
と
で
、
自
分
の
目
的
に

あ
っ
た
内
容
を
受
講
で
き
た
と

の
感
想
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
中
で
、

課
題
や
悩
み
な
ど
を
抱
え
て
の

質
問
も
積
極
的
に
飛
び
出
し
ま

し
た
が
、
講
師
の
的
確
で
経
験

豊
富
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
、
あ
ら

た
め
て
「
本
」
の
魅
力
、
素
晴

ら
し
さ
を
み
ん
な
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
感
じ
た
講
演
会
で
し

た
。

れ
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、

参
加
体
験
型
の
学
習
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

本
会
職
員
に
と
っ
て
は
、
初

め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
災
害

時
に
被
災
者
へ
、
ど
う
す
れ
ば

円
滑
で
効
果
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
行
え
る
か
を
考
え
る

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

平成17年度決算報告
　社会福祉協議会は、市などの補助金・委託金をは
じめ、共同募金配分金、介護保険事業費のほか、香
典返しなどの寄付金で運営しています。
　これらの財源を地域福祉活動や福祉教育活動、ボ
ランティア活動などに有効に活用し、市民のみなさ
んの福祉向上を目的にした活動を行っています。
　平成17年度の決算状況は下記のとおりです。

総額 4億1,285万円
（単位：円）

収　入

支　出

会費1,713,000

人件費
251,983,443事務費

43,086,142

事業費
14,834,793

共同募金配分金
11,405,800

助成金
6,707,671

負担金
309,540

経理区分間繰入金
31,340,479

施設整備等
13,400,664

財務活動等
19,465,927

次年度繰越金
20,317,415

寄付金8,073,576

経常経費補助金
83,199,350

受託金
95,150,070

介護保険
130,429,145

雑収入
465,587

受取利息配当金
2,964,846

経理区分間繰入金
31,340,479

施設整備等
1,170,000

財務活動等13,481,186
前年度繰越金
28,921,378

事業収入4,537,457

共同募金配分金11,405,800

被災者の切実な訴え（ニーズ）に
どう対応するか！

いざという時の大きな戦力
学生ボランティアも参加

講師　エルマー語りの会
八尋理恵さん

講師　やかまし村文庫
上村篤子さん

講師　ブックトークボランティア
　 「本の楽しさお届け便」

松尾有子さん

災害ボランティアセンターを設置
平成18年

度
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宗
像
市
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
会
活
動
紹
介

【
香
典
返
し
】（
敬
称
略
）

・（
故
）原
田
慎
太
郎 

（
曲
）

・（
故
）田
畑
久 

（
用
山
）

・（
故
）廣
野
種
保 （
自
由
ヶ
丘
）

・（
故
）上
坂
ス
ミ
子 （
冨
地
原
）

・
上
村
シ
ヅ 

（
赤
間
）

・
大
森
恭
一 

（
土
穴
）

・（
故
）吉
村
誠
一 

（
河
東
）

・（
故
）井
手
ミ
ヤ
子 

（
土
穴
）

・（
故
）前
田
愛
子 

　
（
神
湊
）

・（
故
）山
口
進
一 （
自
由
ヶ
丘
）

・
安
部
須
美
子 

（
河
東
）

・（
故
）田
中
カ
ズ
エ 

（
神
湊
）

・
前
田
隆
雄 

（
田
野
）

・
奥
薗
睦 

（
田
島
）

・
入
江
忠
勇 

（
日
の
里
）

・
元
岡
久
悦 

（
赤
間
駅
前
）

・
松
田
末
治 

（
緑
町
）

・
武
丸
ト
ミ
カ 

（
武
丸
）

・
秦
英
一 

（
村
山
田
）

・（
故
）花
田
隆
昌 

（
山
田
）

・（
故
）白
石
兵
雄 

（
鐘
崎
）

・
植
津
満
照 

（
曲
）

・（
故
）八
波
忠
茂 

（
平
井
）

・（
故
）白
石
秀
美 

（
大
穂
）

・
吉
宗
恒
美 

（
自
由
ヶ
丘
南
）

・
平
泰
勇 

（
武
丸
）

・（
故
）藤
崎
長
雄 

（
日
の
里
）

・（
故
）吉
田
昭
夫 

（
田
野
）

・（
故
）次
郎
丸
シ
ゲ 

（
平
井
）

・
花
田
森
二 

（
田
野
）

・
山
本
浩
一 

（
三
郎
丸
）

・（
故
）石
松
茂 

（
日
の
里
）

・（
故
）片
山
雪
子 

（
宮
田
）

・
中
野
茂
信 

（
深
田
）

・（
故
）伊
東
ユ
キ
子 （
日
の
里
）

・（
故
）吉
田
シ
ヅ
ノ 

（
東
郷
）

・（
故
）吉
田
勝
巳 

（
日
の
里
）

・（
故
）水
谷
昭
男 

（
陵
厳
寺
）

・（
故
）森
﨑
正
道 （
自
由
ヶ
丘
）

・
浦
川
幸
子 

（
稲
元
）

・（
故
）小
川
征
彦 

（
江
口
）

・
末
次
ミ
エ 

（
冨
地
原
）

・（
故
）大
森
楠
柾 

（
神
湊
）

・
飯
田
ト
メ
子 

　
（
曲
）

・
遠
藤
朋
子 

（
大
島
）

・（
故
）田
中
ミ
ツ
ギ 

（
多
礼
）

・
戸
田
朝
香 

（
大
井
）

 

（
平
成
18
年
６
月
30
日
受
付
分
迄
）

１ 

と
も
に
生
き
る
力
の

　

 

輪
を
広
げ
よ
う

　

第
１
の
基
本
方
針
「
と
も
に

生
き
る
力
の
輪
を
広
げ
よ
う
」

は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の

生
涯
学
習
と
し
て
の
福
祉
教
育

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
地
域
福

「
と
も
に
生
き
る
力
」で

 

福
祉
の
里
づ
く
り
⑵

〜
福
祉
教
育
推
進
計
画
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
〜

　

前
回
（
６
月
１
日
号
）
に
引
き
続
き
、
福
祉
教

育
推
進
計
画
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
５
つ
の

柱
の
う
ち
「
と
も
に
生
き
る
力
の
輪
を
広
げ
よ
う
」

と
「
と
も
に
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
も
う
」
で
す
。

祉
を
充
実
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

　

学
校
で
の
福
祉
教
育
か
ら
、

地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
し

た
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の

生
涯
学
習
と
し
て
の
福
祉
教
育

を
推
進
し
ま
す
。

２ 

と
も
に
生
き
る
力
を

　

 

は
ぐ
く
も
う

　

福
祉
教
育
で
思
い
や
り
や
優

し
さ
の
心
を
は
ぐ
く
む
こ
と
は

重
要
で
す
が
、
思
い
や
り
や
優

し
さ
だ
け
を
強
調
し
す
ぎ
る

と
、
障
害
が
あ
る
人
や
高
齢
者

を
「
援
助
し
て
あ
げ
な
く
て
は

な
ら
な
い
人
」
と
い
っ
た
偏
っ

た
理
解
を
さ
せ
て
し
ま
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
第

２
の
基
本
方
針
「
と
も
に
生
き

る
力
を
は
ぐ
く
も
う
」
は
、
誰

も
が
人
格
を
尊
重
さ
れ
、
人
と

し
て
同
じ
権
利
を
享
受
し
、
地

域
社
会
で
主
体
的
な
生
活
と
社

会
参
加
が
保
障
さ
れ
る
の
が
普

通
の
正
常
な
社
会
で
あ
る
と
い

う「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

の
理
念
に
基
づ
き
、
福
祉
教
育

実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実

　

介
護
保
険
法
改
正
に
伴
い
、

４
月
か
ら
介
護
予
防
の
一
環
で

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
口
腔
ケ

ア
指
導
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な

る
主
な
原
因
に
は
、
脳
卒
中
や

虚
弱
、
転
倒
・
骨
折
、
カ
ゼ
・

肺
炎
、
認
知
症
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
歯
と
口
の
健

康
に
少
な
か
ら
ず
関
係
し
て
い

ま
す
。

　

口
腔
ケ
ア
で
は
、
歯
や
口
の

清
掃
を
は
じ
め
、
食
べ
る
、
話

す
、
と
い
っ
た
口
腔
の
機
能
を

維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
の
指

導
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
大
谷
区
福
祉

会
で
は
、６
月
18
日
（
日
）
に
、

同
区
の
高
齢
者
を
対
象
に
口
腔

ケ
ア
教
室
を
開
催
。
20
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

同
教
室
で
は
、
出
光
早
月
さ

ん
（
歯
科
衛
生
士
）
が
口
の
中

の
衛
生
管
理
に
つ
い
て
、
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
や
、
顔
面
体
操

な
ど
の
実
践
を
交
え
た
指
導

を
行
い
ま
し
た
。

　

同
教
室
は
、
原
則
と
し
て

３
カ
月
に
２
回
実
施
し
、
２

回
目
に
１
回
目
で
受
け
た
指

導
の
効
果
を
み
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
口
腔
ケ
ア
が

健
康
に
大
き
く
影
響
す
る
こ

と
を
聞
き
、
と
て
も
熱
心
に

指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

口こ
う

腔く
う

ケ
ア
か
ら
は
じ
め
る

 

健
康
づ
く
り

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で

 

口
腔
ケ
ア
指
導
（
大
谷
区
福
祉
会
）

口腔ケアの指導をする出光早月さん

鏡を見ながら口の中をチェック！

基本構想基本構想 １ ともに生きる力の
　　　　　輪を広げよう
１ ともに生きる力の
　　　　　輪を広げよう

基本計画 実施計画

ライフステージに応じた福祉教育実践
プログラムの開発と事業の整理

「むなかた学びの里づくり」推進機関・
団体との連携強化

社会教育委員会などとの連携強化

福祉教育推進校（園）の支援強化

幼児期の子どもたちへの体験活動支援

育児体験事業の支援

ジュニア福祉員登録事業の実施

福祉読本「ともに生きる」の有効活用

福祉絵画コンクール事業の充実

学校内の福祉教育推進体制づくりの推進

地域福祉文庫設置事業の推進

地域福祉文庫連絡協議会活動の支援

（事業所）職員研修への福祉教育の導入

地域福祉推進事業所登録事業の実施

市民地域福祉学習講師派遣事業の実施

ライフステージに応じた福祉
教育を学習できる環境の整備

子どもへの福祉教育の充実強化

地域福祉文庫の設置促進と
充実強化

事業所への福祉教育の啓発・
参加の促進

基本構想基本構想 ２ ともに生きる力をはぐくもう２ ともに生きる力をはぐくもう

基本計画 実施計画

福祉教育実践プログラムを
推進する資材の整備

福祉教育を推進する人材（財）
の養成と拡大

社会福祉援助技術現場実習生
受け入れ体制の充実

福祉当事者の自立を支援する
福祉教育の推進

福祉教育実践プログラムや
事業評価表の開発

福祉教育に関する映像教材や体験学習用資材の整備と利用促進

障害者・高齢者模擬体験学習や障害者・高齢者交流体験学習の指導・支援

福祉教育人材（財）登録事業（とも生き会員）の実施

社会福祉援助技術現場実習生受け入れ体制の充実

福祉団体活動支援事業の充実

福祉教育セミナーの充実

福祉会ステップアップ研修の充実

市民地域福祉学習講師派遣事業の実施

ライフステージに応じた福祉教育実践プログラムの開発と事業の整理

福祉教育事業評価表などの作成および利用促進

践
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
教
育
を
推
進
す

る
人
材
（
財
）
の
養
成
と
拡
大

も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

月
１
回
開
催
し
て
い
る
「
お

し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

い
っ
し
ょ
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

子
ど
も
や
親
子
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。
ま
た
、
体
験
し
た

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
リ
ク

エ
ス
ト
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」
で

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

　

毎
週
水
曜
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
相
談
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
問 

同
セ
ン
タ
ー

【
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
】

8/2

読
み
聞
か
せ
に
挑
戦
！

9/13

点
字
で
名
刺
を
作
っ
て

み
よ
う

※
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
８
・
９
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
相
談
日
】

相談日 活動分野 アドバイザー
８／２ 朗　　読 西田　和子
９ 手　　話 黒田　千穂子
16 施設訪問 山之口　フヂ子
23 手　　話 黒田　千穂子
30 朗　　読 野田　美子

９／６ 朗　　読 野田　美子
13 点　　訳 石津　朝子
20 施設訪問 山之口　フヂ子
27 朗　　読 西田　和子

※
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で


